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実験 実際に実験して、反応物と生成物の物質量の関係を調べてみよう。 

＜実験概要＞ 

  炭酸カルシウムと塩酸を反応させ、その質量と、発生する物質の質量を測定する。 

化学反応式 

 

 

仮説１  炭酸カルシウムと塩酸は、   ：   のモル比（物質量比）で反応し、気体         

     が発生する。 

＜準備＞ 

 【器具】 コニカルビーカー、メスシリンダー（50mL）、こまごめピペット、電子天秤 

 【材料】 炭酸カルシウム粉末、2mol/L 塩酸、薬包紙 

 

＜注意！＞ 

・手分けして要領よく。  ・電子天秤「TARE（テア）」の使い方 天秤上で実験しない。 

・塩酸は濃度が高い！注意！！安全メガネ着用 

・壁面についた粉末も溶かしきれるようにすること。 

 

＜実験操作＞ 

１．メスシリンダーで 2mol/Lの塩酸を 25mL はかりとり、コニカルビーカーに入れ、このときの

質量を電子天秤で測定し、測定値を表 1の W1に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．炭酸カルシウムを奇数班はまず 0.5g、偶数班は 1.0g はかりとる。 

３．はかり取った炭酸カルシウムを少量ずつ塩酸の入ったコニカルビーカーに加える。 

４．軽く振りながら、しっかりと反応させ、様子を観察する。反応が落ち着いたら、電子天秤で全

体の質量をはかる（W2 ）。 

５．さらに 1.0g の炭酸カルシウムをはかりとり、３～４の操作を繰り返す。 

 

仮説２  塩酸が        mol存在するので、炭酸カルシウムが       molのときに 

      反応が終わる。 

 

仮説３  気体           の質量は、式            で求められる。 

 

＜結果と考察＞ 

１．発生した気体は何だと考えられるか。                 

２．発生した気体が何か確かめるための方法を簡潔に書け。 

 

                                            

３．ビーカー内に反応せずに残ったのは何か。                  

４．発生した気体の質量はそれぞれいくらか。表１に記入せよ。 

５．使用した各物質および、発生した気体の物質量はいくらか。表１に記入せよ。 

H=1.0, C=12, O=16, Ca=40 

表 1 質量と反応の様子 

結 

果 

の 

記 

録 

CaCO3(g)      

W1 ビーカー＋塩酸(g)  

W2ビーカー+塩酸＋CaCO3(g)      

気体(g)      

ビーカー 

内の様子 
     

処 

理 

CaCO3(mol)      

HCl(mol)  

気体(mol)      

＋計算スペース＋ 

 

 

2mol/L－HCl 

25mL 

CaCO3 

1.0g ずつ 

Q.この塩酸は何 molか求めよ。 



第 1 章 物質量と化学反応式 

- 12 - 

 

６．実験の結果をグラフ化せよ。NAS「化学基礎」＞「量的関係グラフ」に入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

POINT 

７．炭酸カルシウムを 2.5g 以上加えても、二酸化炭素の発生量が一定になっているのはなぜか。 

 

 

 

 

 

 

８．グラフの結果から 2つの反応物が過不足なく反応したのは、炭酸カルシウム、塩酸がそれぞれ何

mol反応した時と考えられるか。また、そのとき発生した二酸化炭素は何 molか。 

炭酸カルシウム         塩酸           二酸化炭素 

 

          mol                           mol                         mol  

振り返り 立てた仮説は正しかったか？ 

９．化学反応式の係数と物質量、質量の間には、どのような関係があると言えるか。 

 

 

 

 

 

 

発展 さあ、片付けよう！ 

「あれ？このコニカルビーカーの中身って、このまま捨てていいの？」 

「この沈殿って             （物質名）だからダメなんじゃない？」 

「水に溶け      から詰まっちゃうもんね。え、じゃあどうする？」 

「          （物質名）を入れて溶かしちゃえばいいんじゃない？」 

「入れすぎると、      性になっちゃうから、ちゃんと計算しないとね。」 

＋計算スペース＋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実験の感想・自己評価＞ 
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